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12月20日（金）クリスマス会が行われました。

コンサートではクリスマスソングをハンドベル・打楽器で演奏したり、

歌ったり「いとしのエリー」を参加者全員で歌ったりして盛り上がりま

した。お忙しいなか参加してくださったご家族にお礼申し上げます。

寒さが厳しくなってきましたが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。

早いもので2024年も残りわずかとなりました。振り返ると、今年もお花見やミニ

夏祭り、創

作活動をはじめ数々のイベントがあり、たくさんの思い出ができました。つい先

日のクリスマス会では、音楽演奏や合唱などで笑顔あふれる時間となり大変嬉し

く思っています。

新しい年も皆さまにとって安心して楽しく過ごせるよう職員一同努めてまいりま

す。来年もどうぞよろしくお願いいたします。

それでは皆さま、お体に気をつけて素敵な年末年始をお迎えください。

給食もクリスマスメニューでなかまも

思わずにっこり☻ケーキも一緒にいた

だきました。

イオンウォーキング店内は、クリスマス色に

サンタさんの帽子やトナカイのカチュー

シャ・メガネみんな似合ってます
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福祉分野におけるICT導入の現状と課題

NPO法人花梨の家 管理者 飯田崇史

最近、福祉分野で「ICT（情報通信技術）」という言葉をよく耳にするよ

うになりました。ICTは、パソコン・タブレット・スマートフォン・イン

ターネットなどを指し、情報のやり取りや取得を容易にする技術です。そ

の発展により私たちの生活は大きく変化し、ICTなしでは生活が成り立たな

い時代になりつつあります。企業ではリモートワークが普及し、小学校で

は生徒一人ひとりにタブレットが支給され、宿題や答案提出もアプリを通

じて行うのが一般的になるなど、「当たり前」が大きく変わっています。

一方、福祉業界ではICTの導入が他分野に比べ遅れていました。しかし、

政府の補助金などの後押しにより、導入を検討する施設が増えています。

たとえば、ある特別養護老人ホームでは、約600万円をかけて本人や家族の

同意のもと、ベッド下部にセンサーを設置し、利用者の動静をモニターや

タブレットで確認できるシステムを導入しました。これにより職員の負担

が軽減され、過去のデータを活用した効率的な職員配置が可能となり、職

場環境が大きく改善されたといいます。

福祉業界でICTが急速に注目される背景には、2025年に団塊世代が後期高

齢者となることや、少子化による担い手不足が挙げられます。しかし、導

入には高額な費用がかかるため、資金力のある大規模施設が効率化を進め

る一方、資金力の乏しい施設では導入が難しいという課題もあります。

今後ICTを活用して効率化を図る施設と、導入が進まず取り残される施設

との格差が広がる懸念があり、資金力の乏しい施設でも同じようにICTを取

り入れられる施策が必要ではないかと感じています。

音楽療法

おもやい市民花壇（バラ園）は、約100種、約1900株のバラが植栽されています。

春と秋に一般公開されていて秋のバラは、鮮やかな色と豊かな香りが特徴だとい

う事で、園内は様々なバラの匂いがしていました。

お花を見に行きました

足湯

立願寺公園しらさぎの足湯に行ってきまし

た。無色透明でツルっとした泉質で上がっ

た時に足はツルツル・体はポッカポカ

段ボールＳＬ

世界で最大の乗り物の造形作品としてギネス世界記録に

認定された、Ⅽ６２形蒸気機関車を見に行きました。人

混みなくゆっくりみることができました。さすがに実物

大とあって人と比べると大きかったし、これが段ボール

で作られたものだからすごいですね。

Oh～

柳川にあるからたち文人の

足湯にもいってきました。

クリスマスプレゼント

タオルの色・キャラクターは

自分で選んでま～す。

ウォーキング

ショートウォーキングの途中

で公園によってブランコ遊び。

バランス感覚や筋力を養う効

果があり健康促進にも役立ち

ます。

長洲町Ｂ&Ｇウォーキング

各自目標を決めて、１周５４３ｍを２～５周歩

いています。港が近く、船を見に行く仲間も

どれにしようかな～？

これがいいなぁ

これにしたよ
南関にある花プラス館に

行き、記念撮影用パネル

でパシャ

時期外れのひまわり

が咲いていたので

ちょっと寄り道


